
Human Relations 

SHIN 
＝人と人とを繋ぐ 出前カルチャースクール＝

®セミナー開催・警笛補助笛製作

2018年度



＝SHINの活動内容及び取組み＝

●登録講師による出前カルチャースクールの紹介（自治会・各施設・企業）

●各地域で開催されるイベントへの参加

●防災・減災活動の取り組み
＝2018年公益財団法人JR西日本あんしん社会財団様よりAED練習機等の助成＝
・普通救命講習／ファーストエイド（応急手当）講習開催
・セミナー開催

●Emergency whistle（緊急時の笛） 2017年 製作・販売

＝2013年よりNPO近畿マンション管理者協会より管理組合へのPR協力＝

地域・諸団体活動セミナー・イベント・講習への参加

®セミナー開催・警笛補助笛

http://bccweb.bai.ne.jp/shin/



●口腔ケア＝お口のデトックス・スパ waha

紹介登録スクール

●樹脂アクセサリー juesta

●優姫 フェイクスイーツ（樹脂粘土）

●優姫 ロザフィ

尼崎駅前ベルコシティホール
での講座依頼

https://www.facebook.com/mekaraurokono.hamigaki/
https://www.iichi.com/listing/item/433952
https://ameblo.jp/rozafiyume/


●アフェクトフロール プリザーブドフラワー
ハーバリウム

●パステルアート・プリ パステルアート

●着物 着付け教室 西田紀子

●書道教室 西田紀子

●NORIPI 演奏会

https://profile.ameba.jp/ameba/eik-1106


●歩行教室 伊東 艶子

●社交ダンス 大江 唯史

●リラックスヨガ

●ベビーマッサージ
さまさまのお部屋

切り抜き張り合わせで創るアート

=自分を表現するアートセラピー=

●手作りアロマクラフト

（講師：田中 朋子）

）

●コラージュ
（講師：岩崎恭子）



●防災・減災地域活動

2018年度各地域でのSHINの活動

登録防災士によるSHIN学習会の開催
（防災士・普及員として単独で講師依頼も致します）

寝屋川南

寝屋川北

尼崎緑の森

デイサービス

小田の学び舎



尼崎緑の森

デイサービス

●防災グッズランタン作り



●防災学習＆オリジナルホイッスルを作ろう

大阪市（立正佼成会社会福祉） 尼崎市（にじの家）
尼崎市 ひまわりの会（シニア活動団体）



＝救命救急活動＝
平成30年度より公益財団法人JR西日本あんしん社会財団AED訓練機助成事業に
おいてAED・習機等の提供を頂いております。

ＳＨＩＮでは救命救急の講習についてもコ
ミュニティの中に入れてもらうよう呼び掛け
ています。尼崎方面の地域イベントでアン
ケート回答者100名程ですがリアルな回答
に、救命以外の結果でも大変参考になり
ました。（ＡＥＤ体験者については全国平均
を上回っています）
居住者間で心肺蘇生・ＡＥＤ・応急手当の
方法を一緒に学ぶ時間は安心をもたらし
ます。
災害時に救急車はいつ到着するのか。災
害の規模によりわかりません。その時の為
にまず私たちが出来るコミュニティ形成の
一歩をどこからでもいい、必要と感じるとこ
ろ、出来るところから一緒に始めましょう！



●パソコン初心者向けスカイプでの指導

エクセル・ワード その他

●救命救急講習

すきやねん広場（救命・Juestaアクセサリー）

本通りでの普通救命講習（へルパーさん新人研修）ボランティア

公益財団法人JR西日本あんしん社会財団助成



乳幼児の救急救命 (小田公民館）

おだんごクラブ会員対象

子ども同伴での
救命講習



尼崎緑の森 救命講習
救命救急講習Ⅲ（ファミリーサポート）



尼崎市 稲村市長巡回時尼崎 小田まつり
心肺蘇生・AED体験

NORIPI応援



トリアージを取り入れた全国初 市民によるメディカルラリーTeameQQで参加（SHINより3名） 奈良イオンモール高の原



●大阪北部地震後 高槻ボランティアセンター（3日間）

●災害時ボランティア活動に参加



●西日本豪雨災害時 神戸篠原台 ボランティア活動参加（2日間）

撮影許可済



●西日本豪雨災害 岡山市真備町 ボランティア活動参加



Emergency whistle 製作・販売（Juestaﾃﾞｻﾞｲﾝ）

阪神淡路大震災では３万５千人の方が生き埋めになり、自力で脱出が出来ない状況に陥ったと

言われています。

自宅・職場・通勤途中でアクシデントに陥った時、自分の居場所を外部に知らせる為の「笛」は

重要な役割を果たします。

SHINは皆さんがいつも携帯したいと思える笛を考案し、juestaのデザイン協力を得て、SHINの

Emergency Whistleは誕生しました。
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